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令和７年度 第５回荒尾市総合計画審議会 議事録要旨 

 

 

【日  時】   令和８年２月２０日（金） ９:３０～１０:２０ 

 

【場  所】   荒尾市役所 市長公室 

 

【出席委員】    ６ページを参照 

 

【 事 務 局 】          橋本総務部長、吉田総合政策課長、 

林田課長補佐兼政策推進室長、末吉 

           

 

 

記録者：総合政策課 末吉 
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１ 開会 

  総合政策課吉田課長が開会を宣言し、配付資料の確認を行った。 

 

２ 会長挨拶 

  田中会長が挨拶を行った。 

荒尾市の総合計画策定への御協力に心より感謝申し上げる。本年度は夏

に豪雨災害があり、また、今年は熊本地震から 10 年だが、その間にコロ

ナ感染拡大などいろんなことがあった。そういったことを自分事で考える

ということを忘れがちだが、やはり人と人が手と手を取り合って生きてい

くために必要なことが、総合計画に謳われるのが一番いいのではないかと

思う。今日で最後だが、新たなスタートということで自由闊達に話してほ

しい。 

 

３．議事 

  荒尾市総合計画条例第８条第２項に基づき会長が議長となり、田中会

長が以降の議事を進行した。 

 

（１）第７次荒尾市総合計画素案について 

  林田課長補佐が、資料１－１及び１－２に基づき説明を行った。主な

意見等は以下のとおり。 

 

≪主な意見等≫ 

○  中学生・高校生の意見や考えが特に大事だと思っている。学生の

時に故郷の良さを知ってもらう必要がある。荒尾市は、岱志高校

と有明高校の学生で寮生活している子も多くいる。その学生から

すると、学生時代を過ごした場所というのは大きな思い出になる

と思う。荒尾市の良さとして、岱志高校と有明高校が向かいに位

置して交流もあり、総合計画のワークショップにも両校から参加

して意見も出してくれた。その学生達の目標となるような大人が

どれだけいるのかが、大事だと感じる。 

また、計画策定後のモニタリングやアップデートの仕方について

教えてほしい。 

→現在検討中だが、今年度については策定の中で市職員も含めて

ワークショップを開催した。この総合計画の目標は様々あるが

今回特徴としては、Well-Being 指標を置いたのが特徴だと思っ

ている。成果検証についても、これまでより多くの職員参加を

図ることを検討している。 

また高校との連携については、現在も出前講座等を行っている
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が、この総合計画については、今年度中に、わかりやすい概要

版を作り配布したい。また来年度以降は小学校、中学校、高校

も含めて、訪問し、学生の皆さんと議論していきたい。(事務

局) 

 

○  この総合計画はホームページ等で公開されると思うが市民にとっ

て、このような計画は非常に縁遠い。スマートフォンで、数分で

見られるような動画があってもいいのではないか。若い世代が荒

尾市の未来をワクワクしながら話せる時代になれば良いなと思

う。 

→市の様々なメディアがあるので、総合計画策定後には動画を作

ることも可能だと思う。(事務局) 

→今の子ども達は、活字を読むことも大事だが、同時にわかりや

すさも大事だと思う。動画などはわかりやすく、また作る側に

もメリットがあると思うので作り手に高校生等を交えて一緒に

作るのもいいかと思う。 

財政的に厳しいのでしっかり管理しつつも、やりたい人がやり

たいことをできるように、ちょっとした余白を意識して作って

いくといいと思う。あらお海陽スマートタウンもできて、たく

さんの希望を持った人達が集まる中で、やはり挑戦できる街が

必要だと思う。無謀な挑戦ではなく、ちゃんと戦略的に練られ

た挑戦というのを支援していけるような仕組みが大事。(田中

会長) 

→子ども達の情報ツールはテレビではなく、スマートフォンが主

だと思う。スマートフォンで自分のまちのことを見ることがで

きたらいい。子ども達が興味を持てるような発信をし、お金が

ない中でも未来のビジョンを示していくことが必要。(山代副

会長) 

 

○  府本に住んでいる。以前は 15 軒ほどの色々な店があったが今は 1

軒もない。だが住んでいると府本は環境がいいと感じる。そうい

った素晴らしい地域だということを、目で見てわかるようなシス

テムや情報発信をすることも大事だと思う。 

→東京や福岡にあるようなものはないかもしれないが、熊本県・

荒尾市にしかないものもたくさんある。世界遺産の万田坑な

ど、荒尾市民が誇れるものを発信するのに SNS は活用できる。

（田中会長） 
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○  自治会について、高齢化で自治会費を集めることも回覧板を回す

こともできず、地域活動が止まってしまう。まずは市民のことか

ら考えてもらい、市から役員の育成など、少し手助けをしていた

だきたい。 

→自治会毎に条件が違うため、まずは実態を把握し個別対応の検

討を行う。（事務局） 

 

○  自治会では、世代交代が問題と思う。先月視察に行った地域では

平均年齢が 70 歳だった。万田校区では若い年代の役員がいる

が、これは若い世代の意見を取り入れ高齢者がフォローに回って

いるからだ。 

アパートに住んでいる人は自治会未加入者が多く、行政も認知で

きていない。アパートを建てる時にオーナーに加入するように話

していただくなどしていただきたい。 

市民は財政難を心配しているが、市長と話すと、何年かすると戻

るということを言われた。夢が持てるようにアピールしていいの

ではないか。有明海沿岸道路が出来れば人も来て税収も増えると

いった風に、悲観しないで希望を持てるようなアピールをしても

いいのではないか。 

→危機感や緊張感は大事だが、暗い顔をしていても笑顔でも未来

は一緒なので、荒尾市は自分達で作る未来を選択できると思

う。十分先行投資をしてきたので、ワクワクを一緒にやってい

けたらと思う。（田中会長） 

 

○  参画して感じたのは、女性が少ない。女性の意見を取り込むのが

今後大事だと思う。宣伝については、私は公式 LINE を登録して

おり、ごみの回収などの知らせが来る。こういったものも利用し

ていただくと広く認知されるのではないか。 

荒尾市にはモニター制度があり、私達はそれで育てていただい

た。若い方達へのバトンタッチにもそういった制度を利用するな

ど広める手立てを提案していきたい。 

→バトンというのはいい言葉。バトンを投げる人はいない、必ず

手渡しをする。女性だけでなく外国人や子どもなど多様な皆さ

んがチャレンジできる場所というのは魅力だと思う。ぜひそう

いった方達と一緒に取り組めればと思う。（田中会長） 

 

４．その他 

吉田課長が、答申案の取りまとめを田中会長に一任に異議がないか確
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認。第 7 次荒尾市総合計画策定に係る審議終了。今後の予定説明（答申の

内容は後日郵送、議事録の HP 公開、総合計画冊子完成後送付、来年度以

降の引継ぎ等）。 

 

 

○  冊子はいつごろ完成か。 

   →年度内に完成するが送付は４月になるかと思う。（事務局） 

 

○  また参加したいが、任期などあるのか。 

→委嘱から２年間任期があるので、引き続き御参加いただきた

い。（事務局） 

 

■事務局 

○  財政状況の問題もあり行政改革、財政再建復旧の取組について、

とりまとめを行っている。市役所の業務改善も行っており、全国

的にも市役所の窓口業務を短縮する取組がある。荒尾市について

は４月から９時から１６時までと窓口時間を短縮する予定で、目

的としては職員の準備時間や残務処理及び業務改善に充てるため

の時間。今後オンライン申請など効率化が図れるような取組を市

役所全庁一丸となって取り組む予定である。市民の方と一緒に、

新たなチャレンジができるように取り組んでいきたいと思う。 

 

５．閉会 

  吉田課長が、閉会を宣言した。 
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令和７年度 第５回荒尾市総合計画審議会 委員名簿  
 分野 団体名 役職名 氏名 備考 

1 

学識経験者 

熊本大学 工学部建築学科准教授 田中 尚人  

2 九州看護福祉大学 リハビリテーション学科教授 中野 聡太  

3 有明工業高等専門学校 校長 八木 雅夫 欠席 

4 

経済 

荒尾商工会議所 会頭 山代 秀德  

5 一般社団法人荒尾市観光協会 会長 池田 明裕  

6 玉名農業協同組合荒尾市総合支所 担当理事 迎 五男  

7 荒尾漁業協同組合 代表理事組合長 西川 幸一  

8 金融 肥後銀行荒尾支店 支店長 原田 晃志  

9 デジタル 一般社団法人九州テレコム振興センター 専務理事 広岡 淳二 欠席 

10 労働団体 連合熊本肥後有明地域協議会 議長 馬場 清治  

11 雇用 玉名公共職業安定所 所長 中村 由紀 欠席 

12 職業訓練 
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

熊本支部熊本職業能力開発促進センター 
荒尾訓練センター長 坂本 和隆  

13 教育 荒尾市教育委員会 教育長 浦部 眞  

14 医療 荒尾市三師会（荒尾市医師会） 会長 伊藤 隆康 欠席 

15 スポーツ 荒尾市体育協会 会長 松尾 州裕 欠席 

16 文化 荒尾市文化協会 会長 井上 泰秋  

17 住宅 熊本県宅地建物取引業協会荒尾支部 支部長 下田 次郎  

18 結婚 
有明広域行政事務組合 

（荒尾・玉名地域結婚サポートセンター） 
総務課長 隈部 啓司 

長田 享 

（代理出席） 

19 福祉 荒尾市社会福祉協議会 会長 丸山 秀人  

20 

市民団体 

荒尾市子ども会連合会 会長 橋本 誠剛  

21 荒尾市老人クラブ連合会 副会長 辛島 正春  

22 男女共同参画ネットワークあらお － 坂田 尚子  

23 

住民代表 

荒尾市行政協力会 会計 林 一夫  

24 荒尾市地区協議会会長会 会長 河部 啓宣  

25 荒尾市女性人材バンク － 塚本 直子  

26 公募委員 － 嶋村 秀則  

27 公募委員 － 本田 良子  

28 公募委員 － 堤 健  

29 熊本県 県北広域本部玉名地域振興局 局長 坂口 啓介  

30 行政 荒尾市 副市長 石川 陽一  

※敬称略、順不同  


